
特別企画：
大学等では、組織としての活動、研究教育活動、
そして構成員の生活が営まれており、これらの活
動の中で「自己の安全確保と環境への配慮」は
すべての構成員の責務であります。大学等で取り
扱う一般的な日常生活でも使用される日用品や機械・
設備等においては、危険有害物質を含んでいる
ものも多数あり、私たちは「自己の安全確保と
環境への配慮」に鑑みて、それらの取扱いや廃棄
に関して、適切な管理と教育が重要となります。
今年度の技術分科会では、個人として、組織として、
大学における「廃棄物」のむずかしさについて、
何を考えるべきかを議論します。

大学等環境安全協議会
技術分科会

第36回

http://www.daikankyo.org/bunkakai36.html　連絡先　info@daikankyo.org
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理工学部　大講義室

2020年

26 27木 金

27 日（金）9:00 ～ 12:00

1．多様な廃棄物への各大学等の対応状況
　 ～アンケート調査結果から報告～
　 　熊本大学　片山　謙吾
2．様々なボンベ類の安全な処理
　 　大阪薬研株式会社　片岡　智
3．アスベストを含んだ実験什器類処分時の注意点
　 　株式会社ダルトンメンテナンス　加藤　洋介

12：00　受付開始

13：00　挨拶

13：30　特別講演
「群馬大学発ベンチャーの挑戦
－ウッドチップブロックから自動運転まで－」
群馬大学 大学院理工学府 環境創生部門
教授　板橋　英之（株式会社グッドアイ 取締役会長）

14：30　オンライン企業展示

15：15　受賞講演

15：45　特別企画　実務編

9：00　特別企画　基調講演
1．大学におけるリチウムポリマー使用製品の
利用状況、事故事例、廃棄方法（仮）
　東北大学　大学院環境科学研究科
　客員教授　白鳥　寿一

2．大学における廃棄物のむずかしさ
　熊本県立大学　環境共生学部
　教授　石橋　康弘

10：10　特別企画　パネルディスカッション
コーディネーター
　東京大学 環境安全研究センター　教授　辻　佳子
パネリスト
　白鳥　寿一（東北大）　  石橋　康弘（熊本県立大）
　浅利　美鈴（京都大）　  松原　　滋（野村興産）

10：45　プロジェクト報告

11：50　閉会の辞

見学会：11月27日（金）　午後
群馬大学　次世代モビリティ社会実装研究センター
定員　40名

26日（木）12:00 ～ 17:00
プログラム

主　催：大学等環境安全協議会
共　催：群馬大学

• オンライン 定員 300名（予定）
• オンサイト 定員 100名

右記QRコードから
参加登録してください

事前参加登録制

参加登録方法

オンライン・オンサイトハイブリッド形式

https://forms.gle/1DuFg7Rxc7mXgosR7


